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宝塚市子どもの権利サポート委員会について
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宝塚市子どもの権利サポート委員会とは
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• 子どもの権利サポート委員会は、行政機関からの独立性が確保さ
れ、子どもの権利救済を図るため、第三者的に子どもに寄り添う
専門機関です。

• 子どもの気持ちを早期に受け止め、相談に応じるだけでなく、子ど
もの最善の利益を実現していくことを目的とし、関係機関との調整
を行ったり、救済の申立て等により調査したり、関係機関への協力
や改善を求めていきます。

• 子ども自身が本来持っている力を十分に発揮できるよう支援を行
います。
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・最初に相談員がお話をお聴きします。じっくり傾聴し、一緒に考えていき
ます。相談者が自力でできることを考えたり、納得することで、相談を終え
るケースもあります。
・相談者には、悩み事があれば、いつでも、何度でもお話を聴かせてほし
いことを伝えることで、今後も一緒に考えていく姿勢でお話しをお聴きし
ます。
・相談内容を相談員と子どもの権利サポート委員で共有し、相談者の意
向に寄り添った支援への助言や、あるいは委員が直接相談者と面談を
行ったのち、必要に応じて調整活動等を行います。
・子どもの権利サポート委員は、子どもが希望する場合は、問題に関わる
人々や関係機関に対して、子どもの気持ちや意見を代弁します。子ども自
身のために、関係機関の協力を得て、働きかけ、調整活動を行います。
・当事者等からの申立てにより、必要に応じて調査を実施し、改善の要望
や意見表明などを行います。

相談・救済の流れ



令和６年度のサポート委員会での相談内容
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６月・９月・１月に
おたよりを配布
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小学校高学年以上が多い
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約７割が女の子
からの相談
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交友関係の悩みや
いじめに関する相談が多い
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学校から配布の
お便りが多い



啓発活動について
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周知用ダイヤルカード

小学生用 中学生・高校生用

お便りと一緒に配布
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周知用リーフレット（おもて）
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周知用リーフレット（うら）
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学校から配布いただいている
子どもの権利サポート委員会
からのおたより

長期休暇期間後
に配布

相談へのきっかけ
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子どもの権利サポート委員会の10周年を記念して、委員会の愛称
（ニックネーム）を募集

たくさんの応募があり、
投票の結果

「たかラッコクラブ」
に決定しました。

～この愛称の由来～
ラッコは眠るとき波に流されてはぐれないよう、仲間と手を
つないで寝ます。だから、ラッコのように一人一人としっか
り手をつなげるよう願いをこめました。あと、宝塚の「宝」
を使っています。


